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横浜青年

秋
。
思
い
出
す
の
は
、

神
学
校
の
大
い
ち
ょ
う

の
木
だ
。
20
ｍ
は
あ
ろ

う
か
と
い
う
木
が
何
本

か
あ
っ
た
。
夏
に
な
る

と
青
い
銀
杏
の
実
が
な

り「
あ
ぁ
、
今
年
も
楽

し
み
だ
」と
思
う
▼
葉
が
黄
色
く
な

る
頃
に
、
そ
の
下
に
大
き
な
ビ
ニ
ー

ル
シ
ー
ト
を
敷
い
て
お
く
と
、
そ
の

ビ
ニ
ー
ル
シ
ー
ト
の
上
に
実
が
ポ
ロ

ポ
ロ
と
音
を
立
て
な
が
ら
落
ち
て
来

る
。
そ
し
て
、
バ
ケ
ツ
い
っ
ぱ
い
の

銀
杏
が
何
杯
も
と
れ
る
。
コ
ン
ク

リ
ー
ト
の
シ
ン
ク
が
あ
る
水
道
場
に

持
っ
て
い
っ
て
、
実
の
ま
わ
り
の
果

肉
を
ゴ
リ
ゴ
リ
と
す
り
つ
ぶ
し
て
、

種
だ
け
に
す
る
。
そ
れ
を
日
干
し
す

る
と
、
銀
杏
の
出
来
上
が
り
。
少
し

ず
つ
袋
に
入
れ
て
、
多
く
の
方
に

買
っ
て
い
た
だ
い
た
。
封
筒
に
何
粒

か
を
塩
と
一
緒
に
入
れ
て
、
電
子
レ

ン
ジ
で
１
分
温
め
る
と
、
食
べ
ら
れ

る
。
殻
を
割
る
と
、
な
ん
て
美
し
い

の
だ
ろ
う
か
、
翡
翠
の
よ
う
な
ぴ
か

ぴ
か
の
緑
色
の
実
が
出
て
く
る
▼
道

元
が
残
し
た『
典
座
教
訓
』に
は
、
神

の
創
造
へ
の
敬
意
と
同
様
の
、
自
然

へ
の
畏
敬
が
あ
ふ
れ
て
い
る
。「
典

座
の
一
識
は
、
是
れ
衆
僧
の
弁
食
を

掌
る
」と
あ
る
と
お
り
、
寺
の
雲
水

た
ち
の
食
事
係
で
あ
る
。「
保
寧
の

勇
禅
師
曰
く
、『
眼
晴
な
る
常
住
物

を
護
借
せ
よ
』と
。
之
を
敬
重
す
る

こ
と
、
御
せ
ん
草
料
の
如
く
せ
よ
。

生
物
、
熟
物
、
と
も
に
此
の
意
を
存

せ
よ
」集
ま
っ
た
食
材
を
自
分
の
瞳

の
よ
う
に
、
大
切
に
扱
い
な
さ
い
。

食
材
は
自
分
の
命
や
心
と
し
て
扱
い

な
さ
い
、
と
言
っ
て
い
る
▼
小
さ
な

一
粒
の
銀
杏
の
美
し
さ
の
中
に
、
い

の
ち
が
輝
い
て
い
る
。
そ
れ
を
い
た

だ
く
と
い
う
恵
み
は
、
天
地
に
よ
っ

て
私
た
ち
も
ま
た
大
切
に
扱
わ
れ
て

い
る
と
い
う
こ
と
だ
。
感
謝
。（
弥
）

　

三
都
市
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
会
議
開
催
の
き
っ
か
け
は
、

１
９
８
９
年
３
月
に
、
横
浜
博
覧
会
を
光
州
Ｙ

Ｍ
Ｃ
Ａ
、
上
海
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
代
表
が
見
学
す
る

機
会
を
設
け
、
光
州
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
・
上
海
Ｙ
Ｍ
Ｃ

Ａ
・
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
三
都
市
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
協
議

会
を
横
浜
で
開
催
し
た
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
こ

の
時
に
、
東
ア
ジ
ア
の
３
つ
の
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
が
相

互
に
協
力
し
て「
三
都
市
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
会
議
」と
し

て
２
年
に
一
度
、
継
続
し
て
開
催
す
る
こ
と
が

決
め
ら
れ
ま
し
た
。
一
昨
年
は
コ
ロ
ナ
禍
の
た

め
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
会
場
は

３
つ
の
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で
持
ち
回
り
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

会
議
で
は
、
そ
の
時
代
に
お
け
る
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ

の
取
り
組
み
や
課
題
に
つ
い
て
情
報
交
換
と
協

議
を
重
ね
て
い
ま
す
。
光
州
と
横
浜
で
開
催
し

て
い
た
少
年
サ
ッ
カ
ー
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
３

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
交
流
に
発
展
し
た
こ
と
や
、
横
浜

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
が
タ
イ
・
バ
ン
コ
ク
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
へ
青

年
た
ち
を
派
遣
し
て
い
る「
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ｉ
ｎ
タ
イ
」は
、
光
州
、
上
海
か
ら
の
参
加

者
も
あ
り
、
合
同
開
催
に
も
な
り
ま
し
た
。
総

主
事
と
担
当
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
三
都
市
Ｙ
Ｍ
Ｃ

Ａ
会
議
実
務
者
会
議（
２
０
０
９
年
度
）で
は
、

光
州
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
と
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
に
よ
る
発
達

障
が
い
児
の
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
ク
ラ
ス
相
互
交

流
計
画
に
つ
い
て
協
議
さ
れ
、
２
０
１
０
年
８

月
か
ら
行
わ
れ
ま
し
た
。
上
海
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
と
は
、

文
化
交
流
や
高
齢
者
介
護
人
材
養
成
事
業
協
働

を
検
討
し
ま
し
た
。

　

今
年
、
８
月
17
日
か
ら
は
じ
ま
っ
た「
三
都

市
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
ユ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
」は
、「
環
境
保

護
・
公
衆
衛
生
・
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
」を
テ
ー

マ
に
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
参
加
し
た
ユ
ー
ス
17
人（
上
海
９
人
・

光
州
４
人
・
横
浜
４
人
）は
、
各
国
の
ユ
ー
ス

が
直
面
し
て
い
る
課
題
を
共
有
し
ま
し
た
。
上

海
市
内
の
散
策
や
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
施
設
訪
問
で
は
、

レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
や
地
下
鉄
等
の
公
共
の
交
通

機
関
を
活
用
し
、
環
境
保
護
へ
の
取
り
組
み
の

実
際
を
体
験
し
、
文
化
交
流
も
行
い
ま
し
た
。

　

19
日
か
ら
21
日
ま
で
行
わ
れ
た
三
都
市
Ｙ
Ｍ

Ｃ
Ａ
会
議
に
は
、
理
事
・
委
員
・
総
主
事
・
ス

タ
ッ
フ
・
ユ
ー
ス
ス
タ
ッ
フ（=

ユ
ー
ス
キ
ャ

ン
プ
参
加
者
）38
人（
上
海
15
人
・
光
州
10
人
・

横
浜
13
人
）が
参
加
し
ま
し
た
。基
調
講
演
で
は
、

徐
選
国
氏（
華
東
理
工
大
学
教
授
）が「
中
国
式

現
代
化
と
青
少
年
育
成
の
在
り
方
に
つ
い
て
」

を
テ
ー
マ
に
、
中
国
式
の
青
少
年
育
成
の
在
り

方
と
社
会
的
背
景
を
取
り
上
げ
、
今
の
青
少
年

が
直
面
す
る
課
題
認
識
や
人
工
知
能
Ａ
Ｉ
の
発

展
に
よ
る
影
響
と
問
題
解
決
へ
の
可
能
性
の
発

題
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
ユ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ

で
話
し
合
っ
た「
環
境
保
護
・
公
衆
衛
生
・
メ

ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
」に
つ
い
て
ユ
ー
ス
が
そ
れ
ぞ

れ
の
言
語
で
三
都
市
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
会
議
の
場
に
て

発
表
し
ま
し
た
。�

（
関
連
記
事
３
面
）

上
海
・
光
州
・
横
浜
の
三
都
市
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
会
議

平
和
と
公
正
な
社
会
づ
り
く
を
共
に
誓
う

　
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
と
上
海
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
・
光
州
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
は
、
相
互
交
流
を
深
め
東
ア
ジ
ア
の
平
和
を

創
り
出
す
こ
と
を
目
的
に
、「
三
都
市
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
会
議
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
今
年
は
８
月
に
上

海
に
て
「
第
16
回
三
都
市
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
会
議
」
な
ら
び
に
「
三
都
市
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
ユ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
」
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
今
号
で
は
、
三
都
市
会
議
・
ユ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
の
報
告
と
と
も
に
、
会
議
の
テ
ー

マ
「
持
続
可
能
な
未
来
に
向
け
た
取
り
組
み
」
に
つ
い
て
共
に
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　上 海 で は 電 気 自 動 車
（EV）化が進み、バイクや

自動車がとても静かでし
た。また電子決済で乗る
ことができる自転車が町
中に多くあることからも
日本との違いを感じまし
た。三都市のユース同士での情報交換や
訪れたからこそ知ることが出来た文化や
環境の違いも印象に残っています。この
ような貴重な機会をいただいたことに感
謝し、実際に経験して感じたこと、学ん
だことを保育の中でどのように活かせる
か今後の課題にしていきたいと思います。

　上海 YMCA の高齢者施
設を見学した際に、施設
を利用している皆さんや
スタッフの皆さんがいき
いきと過ごしていました。
利用者の皆さんに楽しん
でもらうため、リハビリ
を兼ねたゲームや作品制作など日本でも
同じような取り組みを行っていることを
知ることができました。今後の取り組み
として、積極的な交流を増やし、横のつ
ながりを通して、新たな刺激や発見がで
きるきっかけ作りとしていきたいと思い
ます。

　自由時間に、光州YMCA
のユースの提案で「大韓
民国臨時政府旧址」を訪
問しました。これは、戦
時中、日本が朝鮮半島を
統治した後、臨時的につ
くられたものです。施設
見学後、光州のユースが話しかけてきま
した。「ごめんなさい、つまらなかった
でしょう」私はすぐに答えました。「いいえ、
日本人が知るべきことがたくさんありま
した」と。忌避される話題である「戦争」
にふれ、 3 都市のユースが語り合うこと
の大切さを感じました。

　都市によって YMCA の
求められている働きは違
うものの、「人を人や地
域とつないでいく」とい
う点は、どこの都市YMCA
でも共通して行っている
ということを知ることが
できました。また、「日本のアニメやア
イドルが好きで日本語を知っている」「日
本に留学したい」と日本語や日本に関心
があるユースメンバーが参加していたこ
とは、うれしい気持ちを抱くとともに、
自分自身も世界に目を向けていく必要が
あると感じた経験となりました。

世界に目を向けていきたい
YMCA 山手台学童クラブ 棚橋泰菜

つながり増やし新たな刺激
大和 YMCA ライフサポートセンター 齊藤美香

体験と交流から多く学んだ
YMCA オベリン保育園 荒井美穂

三都市ユースの語り合いを
横浜 YMCA 学院専門学校　諏訪小百合

三都市YMCAユースキャンプ・三都市YMCA会議に参加して

▲�5年ぶりの対面開催となった「三都市YMCA 会議」に参加した上海YMCA・光州
YMCA・横浜YMCA の皆さん。久しぶりの再会を喜び、「安全な都市- 持続可能
な未来に向けて」共に考え、共に歩むことを誓った（於 上海YMCA）

　※�三都市YMCA 会議対面開催2018年 8月/ 於横浜YMCA・オンライン開催2020
年10月
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障
が
い
の
あ
る
青
少
年
を
応
援

す
る「
第
26
回
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
イ

ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
ラ
ン
」（
主
催
横
浜
Ｙ
Ｍ

Ｃ
Ａ
・
後
援
神
奈
川
県
、
横
浜
市

に
ぎ
わ
い
ス
ポ
ー
ツ
文
化
局
ほ
か
）

は
、
臨
港
バ
ー
ク
内
特
設
コ
ー
ス

を
５
人
１
チ
ー
ム
で
走
る
リ
ア
ル

大
会（
１
Ｄ
ａ
ｙ
開
催
）を
10
月
14

日（
土
）に
、
チ
ー
ム
・
個
人
で
エ

ン
ト
リ
ー
し
累
積
歩
数
を
申
請
す

る
オ
ン
ラ
イ
ン
大
会
は
10
月
16
日

（
月
）か
ら
30
日（
月
）ま
で
に
歩
い

た
歩
数
を
カ
ウ
ン
ト
し
て
行
わ
れ

る
。
９
月
５
日
現
在
、
全
体
で
56

チ
ー
ム
・
個
人
参
加
含
む
合
計 

２
８
３
人
の
申
し
込
み
が
あ
っ
た
。

９
月
29
日
の
申
し
込
み
締
め
切
り

直
前
ま
で
、
各
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で
は
、

支
援
の
輪
を
広
げ
て
い
こ
う
と

チ
ー
ム
・
個
人
に
よ
る
参
加
や
チ
ー

ム
ス
ポ
ン
サ
ー
、
物
品
協
賛
へ
の

参
加
の
呼
び
か
け
を
続
け
た
。

　

み
な
と
み
ら
い
臨
港
パ
ー
ク
で

昨
年
に
続
い
て
対
面
で
開
催
さ
れ

る
リ
ア
ル
大
会
は
、
一
般
の
コ
ー

ス
に
加
え
、幼
児
・
ス
ペ
シ
ャ
ル
・

小
学
生
の
チ
ー
ム
に
分
か
れ
て
行

わ
れ
る
。
オ
ン
ラ
イ
ン
大
会
は
、

15
日
間
の
歩
数
を
カ
ウ
ン
ト
し
、

歩
数
の
合
計
を
競
う
チ
ー
ム
参
加

と
個
人
参
加
に
よ
り
行
わ
れ
る
。

ア
プ
リ
を
用
い
て
各
チ
ー
ム
の
歩

数
な
ど
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
公
開

し
て
い
く
。
昨
年
の
オ
ン
ラ

イ
ン
参
加
者
か
ら
は「
帰
り

は
１
駅
歩
い
て
帰
ろ
う
」「
健

康
の
た
め
大
会
後
も
歩
こ
う
」

な
ど
の
声
も
あ
り
、
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
ラ
ン
を
通
し
て
障
が

い
の
あ
る
青
少
年
の
支
援
に

加
え
、
健
康
づ
く
り
の
き
っ

か
け
に
な
っ
た
と
の
声
も

あ
っ
た
。

　

大
会
に
先
立
ち
10
月
13
日

（
金
）に
オ
ン
ラ
イ
ン
に
て
開

会
式
が
行
わ
れ
る
。
参
加
者

に
よ
る
選
手
宣
誓
や
子
ど
も

た
ち
の
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
応

援
動
画
も
公
開
さ
れ
る
。
ぜ

ひ
ご
視
聴
く
だ
さ
い
。

　

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ラ
ン
の
運

営
は
、
実
行
委
員
会
を
組
織
し
、

企
画
運
営
を
行
っ
て
い
る
。
委
員

は
黒
川
勝
実
行
委
員
長（
ワ
イ
ズ

メ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
国
際
協
会
東
日
本

区
湘
南
・
沖
縄
部
部
長
）、
近
藤

和
之
委
員（
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
賛
助

会
・
テ
レ
ビ
神
奈
川
）、
永
野
善

則
委
員（
神
奈
川
県
安
全
赤
十
字

奉
仕
団
）、
佐
竹
博
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ

Ａ
総
主
事
が
務
め
て
い
る
。
ス

タ
ッ
フ
に
よ
る
事
務
局
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
も
運
営
を
担
っ
て
い
る
。

大
会
の
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
は
9
月
25

日
ま
で
募
集
し
て
い
る
。
な
お
、

閉
会
式
は
、
11
月
５
日
に
オ
ン
ラ

イ
ン
で
行
わ
れ
る
。
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ

Ａ
で
は
、
今
後
も
社
会
や
地
域
に

お
い
て
障
が
い
の
あ
る
青
少
年
の

理
解
を
深
め
、
で
き
る
こ
と
に
取

り
組
み
支
援
の
輪
を
広
げ
る
こ
と

を
進
め
て
い
く
。

　

横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
学
院
専
門
学
校
、

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
健
康
福
祉
専
門
学
校
日

本
語
学
科
で
は
、
中
国･

韓
国･

台
湾･

ベ
ト
ナ
ム･

イ
ン
ド･

フ
ィ

リ
ピ
ン･

タ
イ
・
ベ
ナ
ン
な
ど
25

の
国
や
地
域
か
ら
２
０
０
人
を
超

え
る
留
学
生
が
学
ん
で
い
る
。
学

び
の
成
果
を
発
表
す
る
機
会
と
し

て
、
９
月
２
日
に｢

横
浜

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
専
門
学
校
第
10

回
日
本
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン

テ
ス
ト｣(

横
浜
ワ
イ
ズ

メ
ン
ズ
ク
ラ
ブ･

厚
木
ワ

イ
ズ
メ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
共
催)

が
行
わ
れ
た
。
各
校
か
ら

４
人
ず
つ
計
８
人
が
出
場

し
た
。
ス
ピ
ー
チ
は｢

さ

び
し
く
て 

さ
び
し
く
て｣

｢

外
国
人
に
な
っ
て｣｢

私

と
日
本
語｣

な
ど
の
テ
ー

マ
で
発
表
が
あ
り
、
最
優

秀
賞
に「
ネ
ジ
」と
題
し
自

身
の
中
学
生
の
時
の
経
験
か
ら
小

さ
な
ネ
ジ
で
も
合
わ
せ
る
と
力
に

な
る
と
話
し
、
自
分
も
将
来
は
教

師
に
な
り
小
さ
な
ネ
ジ
の
一
つ
と

し
て
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
発
展
の
た
め

に
力
を
尽
く
し
た
い
と
述
べ
た

ウ
ィ
ン 

ワ
デ
ィ 

ラ
イ
さ
ん(

ミ
ャ

ン
マ
ー
・
健
康
福
祉
専
門
学
校)

、

優
秀
賞
に｢

努
力
と
天
賦｣

を
発

表
し
た
蘭
菊
珠(

ラ
ン 

キ
ク
シ
ュ)

さ
ん(

中
国
・
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
学

院)

、
株
式
会
社
共
立
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
賞
に
童
裕
祥(

ト
ン 

ユ
ウ

シ
ャ
ン)

さ
ん(

中
国
・
学
院)

、

神
奈
川
県
青
年
国
際
交
流
機
構
賞

に
グ
エ
ン
ス
ー 

ホ
ン
ゴ
ッ
ク
さ

ん(

ベ
ト
ナ
ム
・
健
康
福
祉)

が

選
ば
れ
表
彰
さ
れ
た
。

ポジティブネットをひろげよう
～今月のよくなる一歩～

思いきり
体を動かそう。

思いきり
体を動かそう。

　　（Responsibility　責任感）　　（Responsibility　責任感）

 おも

 からだ  うご

第10回日本語スピーチコンテスト
日ごろの学びの成果を披露

Y M C A
N E T W O R K
N E W S

食材に触れてみよう

障 が い の あ る 青 少 年 を 応 援 し よう
第26回インターナショナル・チャリティーラン

10/13臨港パークでリアル大会
10/16～30オ ン ラ イン 大 会

　私の家族の歩みを振り返りますと、日本の植民地
政策に加担した歩みであり、その威光のもとにあぐ
らをかいた生き方をしていた「加害者」の側にあった
ことを意識していなかった罪を心の痛みとして覚え
るのです。毎年の 8 月、原爆の被災を思い、再び、
核を用いることのない平和をと願っていますが、戦
争における「加害者」と「被害者」の「意識」について考
えさせられます。ある方から印象強い話しを聞いた
ことがあります。それは、「足を靴で踏まれた者は、
踏まれたことを何時までも忘れられないが、靴で踏
んだ者は、踏んだことなど　間もなく忘れてしまう
ものだ」というたとえでした。これは「加害者」と「被
害者」の意識の差があることを如実に示しています。
　日本人が、日清戦争にはじまる韓国の人びと、中
国の人びとに、さらにアジア諸国の人びとに行って
きた事柄について思い巡らすとき、日本人は「加害者」
であったという「意識」が希薄であると思わされます。
あるアジアの学者が、日本人を評して、次のように
述べています。「（日本人とは、自らの）非を認めよう
とせず、相手の痛みを知ろうとせず、自らあるいは
自分の父兄（ちちあに）の世代が犯した罪への反省と、
被害者に対する償いの義務を感じない人種だ。」とい
うのです。私は、この酷評をも率直に認め受け入れ、
反省すべきであると思わされるのです。

（元横浜 YMCA 常議員・
元大和 YMCA 運営委員長 髙橋信夫）

体験を平和につなぐ vol.27
意識の差

　実りの秋がやってきました。こ
の時期になると米、さつまいもな
どさまざまな食材が旬を迎えます。
旬や身近な食材を使って、調理の
手伝いを子どもたちにお願いして
みませんか。
　保育園では、子どもたちに玉ね
ぎの皮むきやきのこを裂く、ピー
マンのヘタ取り、土の付いた野菜
を洗うことなどをお願いしていま
す。これからの時期は新米のごは
んをおにぎりにすることも子ども
ができることですね。他にも食器
や食具の用意も子どもができるお
手伝いの一つです。お手伝いをす

ることで食材だけでなく、食事に
対しての興味関心が深まります。
自分がお手伝いした食材なら苦手
でも食べてみようとチャレンジす
る子もいます。
　また苦手な食材を知る良い機会
となります。子どもたちは知らな
い食べ物や見た目・匂いで苦手と
判断することがあります。味覚は
子どものうちに形成されていきま
す。お手伝いを通して食材や味に
触れ、たくさんの経験を積んでお
きましょう。

（YMCA たかつ保育園 
　　　栄養士　佐藤優佳）

　

横
須
賀
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
と
藤
沢
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で

は
、
発
達
障
が
い
の
こ
と
を
知
り
、
よ
り

良
い
関
係
づ
く
り
や
発
達
障
が
い
の
人
が

よ
り
生
き
や
す
い
社
会
を
創
ろ
う
と
取
り

組
ん
で
い
る
。

　

５
月
か
ら
シ
リ
ー
ズ
と
し
て「
横
浜
Ｙ

Ｍ
Ｃ
Ａ
発
達
・
教
育
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム

発
達
障
が
い
理
解
講
座
２
０
２
３
」を
開

催
し
て
い
る
。

　

10
月
20
日（
金
）に
は「
思
春
期
を
考
え

る
」11
月
１
日（
水
）に
は「
発
達
障
が
い
の

あ
る
子
ど
も
た
ち
の
自
立
～
子
ど
も
の
手

の
放
し
方
～
」、
12
月
７
日（
木
）「
相
談
す

る
こ
と
が
で
き
る
大
人
に
な
る
た
め
に
」

を
藤
沢
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
会
場
と
オ
ン
ラ
イ
ン

に
て
開
催
す
る
。
保
護
者
・
支
援
者
・
発

達
障
が
い
に
関
心
の
あ
る
方
を
対
象
に
周

り
の
大
人
が
気
を
付
け
た
い
こ
と
な
ど
に

つ
い
て
学
び
ま
す
。

　

発
達
障
が
い
を
理
解
し
、
共
に
分
か
ち

合
う
こ
と
の
で
き
る
社
会
を
創
る
こ
と
に

つ
な
げ
て
い
く
。
講
座
の
詳
細
は
、
４
面

を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

横浜
発
達
障
が
い
の
理
解

講
座
を
10
月
に
開
催

　

オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
事
業
で
は
、
９
月
３

日
に
文
部
科
学
省
の「
体
験
活
動
等
を
通

じ
た
青
少
年
自
立
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

の
委
託
を
受
け「
Ｄ
Ｊ
Ｔ（
デ
ジ
タ
ル
と
上

手
に
つ
き
あ
う
）フ
ォ
ー
ラ
ム
～
は
じ
め

よ
う
リ
ア
ル
体
験
」を
実
施
し
た
。　

　

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で

昨
年
度
取
り
組
ん
だ「
デ
ジ
タ
ル
依
存
を

テ
ー
マ
に
し
た
実
証
実
験
」の
報
告
を
中

心
に
、
笹
田
哲
氏（
神
奈
川
県
立
保
健 

福
祉
大
学
）、三
原
聡
子
氏（
国
立
病
院
機

構
久
里
浜
医
療
セ
ン
タ
ー
）、森
昭
憲
氏（
富

山
県
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院
・
こ
ど

も
支
援
セ
ン
タ
ー
）３
人
の
講
師
か
ら
話

が
あ
っ
た
。

　

そ
の
中
で
ゲ
ー
ム
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

の
使
用
を
禁
止
す
る
こ
と
は
依
存
す
る
対

象
が
、
子
ど
も
の「
心
の
松
葉
杖
」と
な
っ

て
い
る
場
合
も
あ
り
、
禁
止
す
る
こ
と
で

子
ど
も
を
追
い
詰
め
る
こ
と
が
あ
る
と
示

唆
し
た
。
参
加
し
た
保
護
者
は「
子
ど
も

が
夢
中
な
も
の
に
興
味
を
も
っ
た
関
わ
り

を
大
切
に
し
た
い
」と
話
し
た
。

横浜
デ
ジ
タ
ル
と
上
手
な

付
き
合
い
方
学
ん
だ

上
海
・
光
州
・
横
浜
の
三
都
市
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
が

共
に
安
全
な
都
市-

持
続
可
能
な
未
来
を
考
え
た

▲�学習成果を発揮した日本語スピーチコンテスト

▲昨年リアル大会に参加したスペシャルチームの皆さん
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三
都
市
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
会
議
で
は
、

「
安
全
な
都
市-

持
続
可
能
な
未

来
に
向
け
て
」の
テ
ー
マ
に
添
い
、

光
州
・
上
海
・
横
浜
の
そ
れ
ぞ
れ

の
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
活
動
紹
介
が
行
わ

れ
た
。
光
州
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
李
在
雄
主

事
は
、
光
州
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で
継
続
し

て
取
り
組
ん
で
い
る
環
境
や
気
候

変
動
へ
の
取
り
組
み
な
ど
を
発
表

し
た
。
続
い
て
、
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ

佐
竹
博
総
主
事
は
、
近
年
、
気
候

変
動
に
よ
る
自
然
災
害
・
都
市
型

災
害
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
に
触

れ
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
視
点
か
ら
横
浜

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
対
応
を
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
を
も
っ
て
行
っ

て
い
る
取
り
組
み
を
報
告
し

た
。
最
後
に
、
上
海
Ｙ
Ｍ
Ｃ

Ａ
馬
兆
珍
副
総
幹
事
は
、
現

代
都
市
の
青
少
年
の
社
会
的

課
題
や
品
格
形
成
の
取
り
組

み
を
紹
介
し
た
。

　

実
務
者
会
議
で
は
、
次
回

三
都
市
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
会
議
は
２

０
２
５
年
８
月
に
横
浜
を
会

場
に
開
催
す
る
こ
と
を
確
認

し
た
。
対
面
で
の
三
都
市
Ｙ

51
人（
会
場
28
人
・
オ
ン
ラ
イ
ン
23

人
）が
参
加
し
た
。
最
初
に
黄
崇

子
常
議
員
会
議
長
が「
国
際
・
地

域
協
力
募
金
は
地
域
や
社
会
で
困

難
な
中
に
あ
る
人
に
向
け
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
バ
ザ
ー
も
工
夫
し

取
り
組
み
た
い
」と
あ
い
さ
つ
し
た
。

今
年
の
テ
ー
マ
は「w

ith

コ
ロ
ナ
・

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
ど
う
す
る
バ
ザ
ー
」

と
し
、
コ
ロ
ナ
禍
で
活
動
に
制
限

が
あ
る
中
で
も
工
夫
し
て
実
施
し

た
厚
木
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
と
鎌
倉
Ｙ
Ｍ
Ｃ

Ａ
の
事
例
を
聞
い
た
後
、
会
場
と

オ
ン
ラ
イ
ン
の
そ
れ
ぞ
れ
で
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
、
今
年
の
バ
ザ
ー
や

フ
ェ
ス
タ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

話
し
合
っ
た
。
グ
ル
ー
プ
で
は
、

町
内
会
や
教
会
、
地
域
の
企
業
や

団
体
と
の
つ
な
が
り
を
構
築
し
、

地
域
の
人
と
と
も
に
作
る
バ
ザ
ー

と
し
て
取
り
組
み
た
い
な
ど
活
発

な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。
研
修

会
の
ま
と
め
と
し
て
中
村
敦
常
議

員
会
副
議
長
は「
委
員
の
役
割
と

し
て
知
恵
と
汗
を
出
し
合
い
取
り

組
み
ま
し
ょ
う
」と
呼
び
か
け
た
。

横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
賛
助
会

異
業
種
交
流
会
を
開
催

　

横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
賛
助
会
は
、
横

浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
青
少
年
育
成
や
地

域
の
人
び
と
と
平
和
な
社
会
を
創

る
こ
と
を
目
指
す
目
的
と
願
い
に

賛
同
し
、
そ
の
活
動
を
経
済
的
、

社
会
的
に
支
援
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
法
人
に
よ
る
組
織
で
あ
る
。

９
月
８
日
に
は
、
賛
助
会
企
業

が
社
会
貢
献
活
動
の
ひ
と
つ
と
し

て
第
１
回
目
か
ら
参
加
し
て
い
る

横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ

ナ
ル
・
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ラ
ン
の
た

め
の
異
業
種
交
流
会
が
イ
タ
リ
ア

ン
ダ
イ
ニ
ン
グ
・
カ
リ
ー
ナ（
横

浜
市
中
区
）に
て
開
催
さ
れ
73
人

が
参
加
し
た
。
は
じ
め
に
、
櫻
井

充
氏（
丸
全
昭
和
運
輸
株
式
会
社
）

が
開
会
の
あ
い
さ
つ
を
行
っ
た
。

そ
の
後「
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ラ

ン
」に
つ
い
て
事
務
局
の
石
川
晴

美
ス
タ
ッ
フ
が
説
明
を
行
っ
た
。

　

続
く
交
流
会
で
は
、
名
刺
ビ
ン

ゴ
ゲ
ー
ム
や
交
流
な
ど
が
行
わ
れ
、

協
賛
金
の
た
め
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

オ
ー
ク
シ
ョ
ン
で
は
多
く
の
協
力

が
あ
っ
た
。
ま
た
、
西
堀
隆
之
氏

（
協
同
電
気
株
式
会
社
）か
ら
は
賛

助
会
の
活
動
紹
介
が
あ
っ
た
。
最

後
に
、
佐
竹
博
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
総

主
事
が
日
ご
ろ
の
賛
助
会
企
業
か

ら
の
支
援
・
協
力
と
今
回
の
準
備
・

運
営
に
あ
た
っ
た
幹
事
会
社
に
感

謝
の
言
葉
を
述
べ
た
。

　

横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
委
員
研
修
会（
主

催
常
議
員
会
議
長
）は
、
８
月
19

日
に
横
浜
中
央
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
と
オ
ン

ラ
イ
ン
に
て
開
催
し
、
運
営
委
員
・

事
業
委
員
・
常
議
員
・
ス
タ
ッ
フ

Ｍ
Ｃ
Ａ
会
議
を
継
続
し
て
い
く
こ

と
を
皆
で
誓
っ
た
。

考
え
た
委
員
研
修
会

バ
ザ
ー
の
取
り
組
み

三都市 YMCA会議に参加して

　上海 YMCA の総主事、副総主事、
スタッフ、理事、ボランティアの方々
が、光 州 YMCA の 参 加 者 と 横 浜
YMCA からの私たちを大歓迎してく
ださり、良い交わりと交流の時が
与えられました。日・中の関係は政治・外交面で
課題もありますが、YMCA の世界では、キリスト
の教えの精神に基づき、国を越えた和解と交流の
努力が続けられていることに、改めて大きな感銘
を受ける機会となりました。

国を超えた和解と交流の努力に感銘
横浜北 YMCA運営委員長 鈴木　茂

　三都市のユース、スタッフ、レ
イパーソンが、久しぶりに顔と顔
を合せて交わり、話し合い、お互
いを大切にしていることが確認出
来て、とても良かったと思ってい
ます。国と国の平和や安全に関する問題があっ
ても、信頼する友人たちがそれぞれの国にいる
という事実が重要です。三都市 YMCA 会議が大
切に守られ、決して途絶えさせてはならないと
強く思った次第です。

上海・光州の信頼する友と
常議員・国際事業委員・横須賀 YMCA運営委員長 岸宗克明

　高層ビルが立ち並ぶ上海に中国
のエネルギーを感じ、基調講演で
は、急激な経済発展による「第 2
次産業革命」がもたらした格差や
青少年の困難な状況を知ることが
できました。世界の共通課題に取り組む 3  都市
YMCA の活動が報告され、ユースの新しい感覚
の提案は実現が期待されます。このような市民
交流が、今後も続いていくことを願っています。

今ますます必要な市民交流
常議員・国際事業委員 丸谷士都子

　上海 YMCA が運営するクラシッ
クなホテルのある中心市街地には、
名にし負う摩天楼やにぎやかな市
場が拡がっていて、会議の合間に
街歩きを楽しみました。
　上海 YMCA の行き届いた配慮、特に若手の女性
スタッフの献身的な仕事ぶりが印象的で、経済界
重鎮や牧師等の役員とも親しく交わる機会があり、
YMCAならではの楽しく充実した交流を持ちました。

憧れの上海で
常議員・国際事業委員 水田秀子

FLASH NEWS

　横浜ワイズメンズクラブは、横浜 YMCA の活
動に賛同して多くのプログラムに参加・支援し
ていますが、特に、外国人留学生の支援に力を
注いでいます。
　 9 月 1 日行われた外国人留学生による「日本
語スピーチコンテスト」は、最も力を入れて支
援しているプログラムで、今年も支援金（出演
者への賞金）の拠出のほか、審査員、コンテス
ト後の交流会の司会を務めました。このプログ
ラムを通して、日本語を学ぶ留学生の日本語能
力の向上を図ることに加え、言葉の背景にある
文化を共有すること、留学生の生活実態を理解
することなどから、適切な支援のきっかけとし
ています。

（横浜ワイズメンズクラブ会長 古田和彦）

「日本語スピーチコンテスト」支援
横浜ワイズメンズクラブ

総主事総主事
佐 竹 　 博佐 竹 　 博
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入
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。
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「１３９」「１３９」
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あ
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横浜
発
達
障
が
い
の
理
解

講
座
を
10
月
に
開
催

関東大震災（1923年）では、流言により多く
の朝鮮人が虐殺された。この事実を知って

もらい追悼する目的で、個人や団体が「関東大震
災時朝鮮人虐殺の事実を知り追悼する神奈川実行
委員会」を組織している。9 月 2 日には、久保山
墓地（横浜市）にて「朝鮮人虐殺100年神奈川追
悼会」が行われ330人が参列した。同委員会副代
表を務める佐竹博横浜 YMCA 総主事は、あいさつ
で歴史から真実を学ぶ大切さを述べた。最後に、
参列者全員がジェノサイド（大量虐殺）を繰り返
さないこと、差別のない社会をつくることを誓った。

アジア・太平洋地域にある YMCA のスタッフ・
レイパーソン・ユースが参加し行われる第

21回アジア・太平洋 YMCA 大会（主催アジア・太
平洋YMCA同盟）は、9 月15日から20日（ユース・
アッセンブリー、ジェンダー・エクイティ・フォー
ラムは13日から15日）にインド・チェンナイにて
行われた。横浜 YMCA からは、岡戸良子さん（常
議員・同盟常務委員として参加）、菊永愛莉さん（横
浜中央 YMCA ユースボランティア）、中台厚副総
主事、鈴木亜希スタッフ、西野龍太郎スタッフ、
飯野汐音スタッフ 6 人が参加した。

お
申
込
み
は
Ｑ
Ｒ
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ー
ド

︵Google

フ
ォ
ー
ム
︶に
て
↓

ひとかきひとかき 上
海
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光
州
・
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浜
の
三
都
市
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
が

共
に
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全
な
都
市-

持
続
可
能
な
未
来
を
考
え
た

▲三都市会議では各 YMCAの取り組みの発表もあった

▲ 委員研修会に会場とオンラインで参加した皆
さん



横 浜 青 年
横浜中央YMCA Tel 045-662-3721
横浜北YMCA Tel 045-433-4321
藤沢YMCA Tel 0466-26-1151
横須賀YMCA Tel 046-854-5126
川崎YMCA Tel 044-932-2031
厚木YMCA Tel 046-244-4181
鎌倉YMCA Tel 0467-24-7859
YMCA山手台センター Tel 045-813-1022
湘南とつかYMCA Tel 045-864-4768
金沢八景YMCA Tel 045-782-3003
YMCA東とつかセンター Tel 045-392-3747
大和YMCAライフサポートセンター Tel 046-264-3192

横浜YMCAワークサポートセンター アンジュ Tel 045-867-0090
横浜YMCAワークサポートセンター レザン Tel 045-860-5252
YMCAあつぎ保育園ホサナ Tel 046-222-8619
YMCA山手台保育園アルク Tel 045-813-1022
YMCAとつか保育園 Tel 045-870-3663

Y M C Aマナ保 育 園 Tel 045-790-3588
YMCAとつか乳児保育園 Tel 045-870-3235
YMCAつるみ保育園 Tel 045-500-5030
YMCAかわさき保育園 Tel 044-520-1825
YMCAいずみ保育園 Tel 045-800-3010

YMCA東とつか保育園 Tel 045-820-5588
YMCA東かながわ保育園 Tel 045-440-3763
YMCAたかつ保育園 Tel 044-281-7833
金沢八景YMCA保育園 Tel 045-353-5130
YMCAオベリン保育園 Tel 042-707-9974
大和YMCA保育園 Tel 046-214-3192
富士山YMCAグローバル・エコ・ヴィレッジ Tel 0544-54-1151
三浦YMCAグローバル・エコ・ヴィレッジ Tel 046-888-2100
鶴 見 中 央 Y M C A Tel 045-508-7800
YMCAライフサポートセンター鶴見 Tel 045-506-0131
本   部   事   務   局 Tel 045-662-3721横浜YMCA

I N F O R M A T I O N

2023年10月 1 日  第546号（ 4 ）

●新型コロナウイルスの感染・拡大防止のた
め、イベントを延期・中止させていただく場
合があります。（参加費は税込み）

レクチャー
■イングリッシュセミナー　
日　時　10月20日（金）午前10時～正午
会　場　鎌倉 YMCA・オンライン（Zoom）
テーマ　 Working as a Coordinator for Overseas 

Trainee Program
ゲスト　永澤　雅子さん
参加費　会員1,200円、一般1,500円
申込み　kamakura_info@yokohamaymca.org
問合せ　鎌倉 YMCA　Tel 0467-24-7859

キリスト教理解
■とつか聖書を学ぶ会
日　時　10月12日（木）午前10時30分～11時30分
会　場　湘南とつか YMCA4階404教室
テーマ　聖書を楽しく学ぼう
講　師　 堀野浩嗣氏（横浜戸塚バプテスト教会牧師）
参加費　無料
問合せ　湘南とつか YMCA　Tel 045-864-4768
　　　　ymsports@yokohamaymca.org

イベント
■ 発達・教育支援プログラム「発達障がい

理解講座2023」

日　時　10月20日（金）午前10時～10時45分
会　場　藤沢 YMCA4階・オンライン（Zoom）
対　象　 保護者・支援者・発達障がいに関心

のある方
講　師　田沼美穂さん（特別支援教育士）
内　容　思春期を支える
後　援　 藤沢市・横須賀市教育委員会、横須

賀市社会福祉協議会
協　力　横須賀基督教社会館、衣笠病院
参加費　無料
申込み　 QR コードからお申込みく

ださい。
問合せ　横須賀 YMCA　Tel 046-854-5126
〇 難しいし思春期と言われている時期をどの

ように過ごしていくか、周りの大人が気を
付けておきたいことなどについて学びます。

■鎌倉 YMCA 秋の野外活動クラブ
「かわすいへ行こう」～世界の水辺を冒険～

日　時　 10月22日（日）集 合 午 前10時、解 散
午後4時 鎌倉 YMCA

対　象　5歳・年長～小学6年生（定員25人）
参加費　小学生会員4,400円、一般5,500円
　　　　幼児会員3,850円、一般4,950円
申込み　 QR コードからお申込みく

ださい。詳細は鎌倉 YMCA
へ。　Tel 0467-24-7859

子育て支援
■プレママDay
日　時　10月24日（火）

　　　　午前10時30分～11時30分
会　場　金沢区地域子育て支援拠点とことこ
対　象　第1子妊娠中の方
内　容　タッチケア体験とおしゃべりタイム
問合せ　金沢区地域子育て支援拠点とことこ
　　　　Tel 045-780-3205
■ 幼児安全法講座「乳幼児への応急手当の仕方」
日　時　 10月14日（土）① 午 前10時 ～11時30

分　②午後1時30分～3時
会　場　 中区地域子育て支援拠点のんびりん

こ研修室
対　象　中区近隣に在住の未就学児と保護者
定　員　 各回大人12人　お子さんと同室で

受講が可能です。
参加費　無料
持ち物　筆記用具
申込み　 先着順。来館またはお電話にてお申

込みください。定員になり次第締め
切りになります。

問合せ　 横浜市中区地域子育て支援拠点のん
びりんこ　Tel 045-663-9715

■横浜子育てサポートシステム入会説明会
日　時　 10月17日（火）午前10時15分～11時15

分　②10月28日（土）午後2時～3時
会　場　中区地域子育て支援拠点のんびりんこ
対　象　 横浜子育てサポートシステムに入会

を考えている方
問合せ　 横浜子育てサポートシステム中区支

部事務局　Tel 045-663-0676
〇 地域ぐるみでの子育て支援。興味のある方

は、ぜひお問い合わせください。

学校説明会
■ YMCA 健康福祉専門学校
日　時　 10 月 7 日、*14 日、21 日、28 日（土）

午前10時～/ 午後2時～
内　容　 オープンキャンパス（7日高齢者体

験・21日車いすで学校探検、28日
認知症予防コグニサイズ体験）、*
入試＆学校説明会

申込み　Tel 046―223-1441
詳　細　QR コードをご覧ください。
■横浜 YMCAスポーツ専門学校
日　時　 10月15日（日）・*28日（土）、29日（日）

午前10時～/* 午後2時～
内　容　 体 験 会・学 校・入 試 説 明 会　29日

10時からマリノスコーチによるレ
クチャーを行います。

申込み　Tel 045-864-4990
詳　細　QR コードをご覧ください。
■横浜 YMCA 学院専門学校　
日　時　10月7日、21日（土）午後1時～3時
内　容　国際情報ビジネス科学校説明会
申込み　Tel　045-661-0080
詳細は HP または QR コードをご覧ください。
ご都合が合わない場合はご相談くだ
さい。
同日程午前10時～12時同学科入学試
験実施
〇 各専門学校では、入学試験を実施していま

す。入試情報は HP をご覧ください。

夏季英語プログラム オンラインで
タイ・パヤオセンターの子どもたちと交流

　横浜中央YMCA英語学校では、YMCA青山学院横浜英和小学校アフター
スクールの夏季英語プログラムを開催した。 8 月23日には、バンコク
YMCA パヤオセンターの子どもたちとオンラインで交流した。「好きな食
べ物は」「休みは何をしているの」などの質問に応答し合ったほか、パ
ヤオセンタ―の子どもたちは山岳民族の衣装を身に付け踊りを披露した。
この交流は昨年に続き 2 回目となり、パヤオ
センターとの継続的な交流を行っている。英
語学校ではこれからも英語を使いさまざまな
国への関心を持てるよう取り組んでいく。

ウクライナ支援募金受付中
　ウクライナ支援募金を継続して受け付
けています。詳細はhttp://bit.ly/3sKNfxy
またはQRコードをご覧ください。

子ども支援（BAPY）基金
すべての子どもに公平な機会を

　横浜 YMCA 子ども支援（BAPY）基金は、横浜 YMCA の諸活動に
経済的な理由等により、参加することができない子どもたち（青
少年）に対して、費用の一部または全額を援助しています。BAPY
とは �Be A Partner of the Youth� の頭文字で「子どもたちのパート
ナーになろう」という意味が込められています。この基金は、寄
附により成り立っており、多くの方々のご協力により支えられて
います。基金の申請、募金方法については https://bit.ly/ 3 xjvdof
QR コードまたはお近くの YMCA にお問合せください。
冬季プログラム基金申請受付期間：2023年11月10日（金）まで

　日常的な消毒清掃、扉や窓の開放等の感染予防対
策を行っています。施設内におけるマスク着用は、
個人の判断を基本としますが、引き続きのご協力を
お願いします。各クラスやプログラム参加時は、そ
れぞれの留意事項に従い参加をお願いします。

ウイルス感染防止対策の取り組み
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教
会
の
友
人
の
紹
介
で
入
会
し
た「
横

浜
ワ
イ
ズ
メ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
」は
、
国
際
奉

仕
団
体「Y�s M

en

」で
あ
り
、Ｙ（
Ｍ
Ｃ
Ａ
）

の
人
た
ち
」の
意
味
で
あ
り
、
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ

の
パ
ー
ト
ナ
ー
で
す
。「
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ

の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
・
デ
ィ
ベ
ロ
プ
メ
ン
ト
」

（
こ
の
題
名
で
検
索
参
照
）運
動
で
あ
る

Caring

（
思
い
や
り
）、Honesty

（
誠
実

さ
）、Responsibility

（
責
任
感
）、

Respect（
尊
敬
心
）の
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
４
つ

の
価
値
が
、
音
楽
と
動
画
で
紹
介
さ
れ
て

い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の
優
し
い
笑
顔
に

感
動
と
共
感
を
覚
え
、
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
へ
の
関

心
が
ま
す
ま
す
深
ま
っ
て
い
き
ま
し
た
。

２
０
１
８
年
に
は
、
多
く
の
犠
牲
者
を

出
し
た
民
主
化
運
動「
光
州
事
件
」の
あ
っ

た
韓
国
の
光
州
市
を
訪
れ
る
光
州
Ｙ
Ｍ
Ｃ

Ａ
短
期
研
修
に
参
加
し
ま
し
た
。
日
韓
の

関
係
は
、
歴
史
認
識
な
ど
で
摩
擦
が
あ
り

ま
す
が
、
人
と
人
と
の
温
か
い
交
流
を
通

し
、
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
は
約
45
年
間
か
け
て
、

地
道
に
光
州
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
と
の
深
い
友
情
の

き
ず
な
を
築
き
上
げ
て
き
ま
し
た
。
短
期

研
修
を
通
し
て
も「
共
に
生
き
る
」大
切
さ

を
実
感
し
た
貴
重
な
学
び
と
な
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
私
は
、
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
会
員

事
業
委
員
に
加
え
、日
本
語
学
科
の
チ
ュ
ー

タ
ー
と
し
て
中
国
人
の
留
学
生
と
接
し
て

い
ま
す
。
今
夏

は
、
横
浜
中
央

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
外

国
に
つ
な
が
る

子
ど
も
た
ち
の

た
め
の
学
習
教

室（「
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ

こ
ど
も
に
ほ
ん

ご
ク
ラ
ブ
」）に

参
加
し
、
ウ
ク

ラ
イ
ナ
の
小
学

生
の
夏
休
み
の

宿
題
の
手
助
け
と
し
て
漢
字
の
読
み
書
き

を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
し
た
。
戦
禍
の
母
国
か

ら
不
安
な
気
持
ち
で
遠
い
日
本
に
避
難
し

て
き
て
一
生
懸
命
に
生
き
る
子
ど
も
た
ち

が
い
ま
す
。
別
れ
際
に
、
彼
は「
あ
り
が

と
う
」と
明
る
い
笑
顔
で
私
に
ハ
イ
タ
ッ

チ
し
ま
し
た
。
父
親
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
い

る
と
の
こ
と
︙
。
彼
の
手
の
ぬ
く
も
り
を

感
じ
な
が
ら
、
一
日
も
早
く
家
族
と
再
会

し
、
家
族
団
ら
ん
の
楽
し
い
日
々
が
く
る

こ
と
を
祈
り
ま
す
。

　

横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
会
合
は
祈
り
で
は
じ

ま
り
、
そ
の
一
つ
ひ
と
つ
の
着
実
な
働
き

か
ら
大
き
な
き
ず
な
が
生
ま
れ
、｢

共
に

生
き
る
、
公
正
で
平
和
な
地
球
社
会｣

が

創
造
さ
れ
る
と
確
信
し
ま
す
。私
は
今
後
も
、

マ
ザ
ー
・
テ
レ
サ
の
言
葉
の
通
り
、

自
分
に
と
っ
て「
最
良
の
も
の
を
、

た
と
え
そ
れ
が
十
分
で
な
く
て
も
」

困
難
を
抱
え
る
青
少
年
に
分
か
ち

合
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
未
来
あ
る
世
界
の
子
ど

も
た
ち
の
優
し
い
笑
顔
を
よ
り
多

く
見
続
け
た
い
と
い
う
思
い
と
と

も
に
活
動
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

▶デスクペン　障がいのある青少年を応援する「横浜YMCAインターナショナル・チャリティーラン」へのご支援・ご協力をありがとうございます。リアル大会での応援もお待ちしています。（直）
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